
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 
 
 
 

 

南阿蘇村立南阿蘇中学校 学校だより 

№ １ 

R2．9．25（金） №27 小栁 弘志 

４連休が終わり、大きな事故や事件もなく、みなさんと会えたこと 
を嬉しく思います。｢命を大切にする行動｣を心がけてくれたおかげで

す。また、中間テストが今日で終わりました。結果が出るのは来週になりますが、みなさんの努
力が発揮できていることを期待しています。 
ところで、新型コロナウイルス感染症対策のため、５月から延期になっていた体育大会が、い

よいよ１０月１１日(日)に開催になります。１６日前の本日｢結団式｣を行いました。(まだ、こ
れを書いている時はあっていません。次のたよりで紹介します)これから約２週間、３年生や各

リーダーが中心となり、自分たちで考えて、動いて、体育大会を大成功に導いてくれることを楽
しみにしています。 

体育大会に向けて 
 

９月１６日に第９９代首相に菅義偉(すが よしひで)氏が就任し 
ました。ある解説書には「いちご農家に生まれましたが、学校や社

会で学んでいるうちに家業を継ぐのではなく、『政治家になりたい』という夢が生まれたそうで
す。そして努力を重ね、夢を実現されました。」という内容が書かれていました。諸外国ではこ
の話は驚きを持って受け止められているそうです。 
 ところで南阿蘇村では｢勉強したい｣と思っている人に、希望すれば無料で参加できる３年生対
象の村営塾(南阿蘇中で実施)と全学年対象の学習会(南阿蘇村福祉センター)があります。自分の
夢の実現には｢学力｣が大切な要素の１つを占めています。南阿蘇村には、学校教育以外に｢学び
の場｣が用意されていることがすばらしいと思います。そしてもっとすばらしいのが自分で参加
するかしないか決められる(決定権は自分にある)ことです。令和時代の日本の教育について次の
ように言われています。 

「子どもの主体性や自律性を育てることがいま必要です」 
今月発表されたユニセフ（＝国連児童基金）の調査で、日本の子どもは「身体の健康」が先進国 38カ国中

１位でしたが、「精神的な幸福度」では 37位でした。まさに日本の子どもを象徴しています。この理由は簡

単で自己決定をしていないからです。主体的でなく受け身の子どもや、きちんと素直にこなしていく子どもが

褒められる。子どもが放課後学習塾に行って夜遅くまで勉強をやっている姿はふつうではありません。創造せ

ず与えられたタスクをこなすだけの人間をつくってはいけない。自ら選んでどう 24時間をマネジメントする

か、子どもが工夫し作り上げていくのを大人が支援するべきです。 
 上記の村営塾と学習会がまさしく令和時代の日 
本の教育がめざすものです。今回の中間テストに 
向けて、参加しているみなさんの中には｢勉強した 
くない｣｢いっちょん分からん｣と嘆いている人もい 
ましたが、そう言いながらも、先生のアドバイス 
を聞いて奮闘していました。自分たちで考えて、 
質問するために動いていました。この人たちのよ 
うに主体的(自分から動く・あきらめない)に力を伸ばしてください。 

｢学ぶ｣ということ 

                    ９月２３日に熊本県新型コロナウイルス感染症対 
策本部事務局からリスクレベルを｢レベル３警報｣に

引き下げ、状況に応じたメリハリの利いた対策を実施していくこととする。とありました。 
学校ではこれまで同様に新しい生活様式に基づく、新型コロナウイルス感染症対策を続けていき
ますが、段階的に室内での集会のあり方や、ＰＴＡ活動等の参加人数や形態を見直していきます。
今後の県の状況を確認しながら、後日お知らせします。 
 ※レベル４からレベル３になったことで変わるのが生徒の出欠で、レベル４では同居の家族に発熱等の風邪 

症状が見られる場合は出席を控える(停止)でしたが、レベル３では｢出席できる｣になります。 

※裏面には座長コメントを載せています。 

｢レベル４｣→｢レベル３｣に 

(中間テストの様子) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


